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例　言

１．本書は池上本門寺山内に所在する歴史的石造物のうち、中世の板碑
や石塔類に関する調査報告書である。

２．歴史的石造物とは、池上本門寺の歴史にとって重要と認められる墓
所・供養塔・燈籠・建造物などの石造物を指す。

３．個別名称を除き聖人等の敬称の表記は略した。
４．御荼毘所跡に建つ木造宝塔の名称について、当山では建立当初の呼

称である「多宝塔」を伝統的に用いているが、本書では文化財名称
である「宝塔」を用いた。

５．本書作成に先立ち霊宝殿特別展「題目板碑と宝塔－中世池上の法華
信仰と供養」（平成 25 年 10 ～ 11 月）を開催した。

６．本書と特別展解説冊子の内容に一部相違があるが、本書をもって正
式とする。

７．参考資料として添付CD内に題目板碑写真・拓本データを収録した。
８．本書に関わる調査・整理作業および執筆・編集は本間岳人（池上本

門寺霊宝殿学芸員）が行い、安藤昌就（同主事）が協力した。
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